
ム 」 た 力`

≪
〓
蜆祓聰

たき

の滝」

錢
ゞ
象
で
　
　
姦
警

脚顧
み
回

ｒ

ｌ (秋田県抱返り渓谷 )

小ツ畢 勉 氏 撮影

日立市多賀農業協同組合

日立市多賀町1-12-10
TEL(0294)(33)0048
httpl〃 www.lb‐ la.Or.lptta′ tagaノ

鈴 木 松 男

●お知らせ (第 25回 JA祭 )
JA日 立市多賀サッカー教室

第12回 JA日 立市多賀親睦ゴルフ

大会が開催される      艤
●女性部活動 (手芸教室・健康体操

教室 。いずみの会施設訪問)

JA共済 (車両保障)     総
●不動産管理センターのもっと役に立つ

基礎知識・」A祭典たが(Jク ラブ)一

●食のはなし

●ウィンターキャンペーン2014

靱躙鯰靱脩

あなたの町の

(第177号 )

理事会だより
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著
薩

導

平
成
二
十
六
年
十

一
月
二
十
二
日
（土
）

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

場
所
　
多
賀
市
民
プ
ラ
ザ
広
場

お1知贔SI笹

し乙ぼ尭

唯

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
★

鯖

Ｊ
リ
ー
グ
ニ
部
の
水
一戸
ホ
ー
リ
ー
ホ

ッ
ク

の
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
約
二

時
間
の
練
習
を
こ
な
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ

で
は
次
世
代
対
策
の

一
環
と
し
て
今
後
も

地
域
に
根
ざ
す
取
り
組
み
を
行

っ
て
ま
い

り
ま
す
。

去
る
、
十
月
七
日
（火
）
日
立
市
高
鈴
Ｇ

・
Ｇ
に
於
い
て
、

第
十
二
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
晴
の
ス
ポ
ー
ツ
ロ
和
の
中
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま
百
三
十
八
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
久
光
桂

様
が
見
事
に
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
天
地
閣
様
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
各
連
合
会
、

高
鈴
Ｇ

・
Ｇ
の
協
賛
に
よ
り
、
数
多
く
の
商
品
を
準
備
し
、
Ｊ
Ａ
ら

し
く
、
お
米

・
野
菜

・
果
物
等
を
取
り
揃
え
、
参
加
者
全
員
に
順
位

賞
と
し
て
お
配
り
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ル
フ

を
通
し
て
親
睦
を
図
る
機
会
を

企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

来
年
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

JA鶴戯會儡 瑾ゴ″
鋏■■|■■■■ |■■■:11■|   ・
 
・
‐

TI■‐ .

匁・瘍・1で、浙i囀 蘊

男性の部ベスグロ賞 柏倉 利夫様

日立市多賀農業協同組合 筆頭理事

作山 英一様による乾杯の音頭

A鐘跛晰瞳ず

"′

輔

蓋様のJ場を
aょθぉ″タ

（雨
天
決
行
）

瀞

去
る
、
九
月
二
十
八
日

（旧

に
、
当
Ｊ
Ａ
主
催
の
サ

ッ
カ

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

轟2回・#A聯齋轟都卿

女性の部ベスグロ賞 鈴木 美恵子様
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鼈腱蒻輻

隋躙 不鰊骰

いずみの会では、施設からの

依頼を受け、8月、9月で 3施

設へ訪間させていただきました。

一緒に手拍子をとってくださつ

たり、大きな声で歌つてくだ

さつたり、楽しい時間を過こす

ことができました。皆様の嬉し

そうな表情や、笑顔を毎回見さ

せていただき、こちらもとても

うれしく思います。

大正琴、銭太鼓、日本舞踊と

今回から、フラダンスも加わり、

賑や/DNになりました。

8月、9月 に今年度 3、 4回目の健康体
操教室をおこないました。塚田かほるさん、

小沼美智子さん、中根武子さん 3人のこ
指導のもと、とてもわかりやすい説明や、

お話を交えていただきながら、皆様、無理

のないように、楽しくおこなつていました。

床に座つて筋肉トレーニングのヘルス体操、

脳 トレ、そして以前からおこなつていまし

た明日輝くためにの手話に加えて、故郷の

手話も歌いながら指導をいただきました。

皆様、無理なく続けられ、自然に生活に活

かすことができると良いと思いました。

8月 22日に毎年おこなつております、

手芸教室を開催いたしました。今回は

以前もおこない好評でした、家の光を

活用しましてビーズのメガネコー ド、

天然石のブレスレットと作成しました。

細かいところが多くありましたが、皆

さま真貪1に、おしゃべりしながらと、

楽しく作成できました。

|●

参加された女性部の皆さん



平成 26年 11月 発行 ム J た 力` 第 177号 (4)

近
隣
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
も
な
り
が

ち
な
騒
音
。
構
造
上
の
問
題
は
す
ぐ
に
解
決

し
に
く
い
で
す
が
、
手
軽
な
グ
ッ
ズ
で
防
げ

る
音
も
あ
り
ま
す
騒
音
は
二
種
類
。

工
夫
次
第
で
防
げ
る
場
合
も

騒
音
と
い
わ
れ
る
音
に
は
二
種

類
あ
り
ま
す
。
固
形
物
を
伝
わ

っ

て
伝
播
す
る
固
定
伝
播
音
と
、
空

気
を
伝
わ

っ
て
い
く
空
気
伝
播
音
、

こ
の
う
ち
固
定
伝
播
音
は
シ
ー
ト

や
ク

ツ
シ
ョ
ン
な
ど
で
お
さ
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
床
の
音

足
音
の
よ
う
な
床
へ
伝
わ
る
音
は
、

床
に
防
音
シ
ー
ト
や
ク

ッ
シ
ョ
ン

性
の
あ
る
マ
ッ
ト
な
ど
を
敷
い
て

振
動
を
抑
え
る
こ
と
で
あ
る
程
度

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
音
シ
ー
ト
は
、
床
と
カ
ー
ペ
ッ

ト
な
ど
の
床
材
の
間
に
敷
き
ま
す
。

家
具
を
ど
け
る
く
ら
い
の
手
間
で

手
軽
に
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
家
具
の
引
き
ず
り
音

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
床
の
上
で
家

具
を
引
き
ず

っ
た
と
き
に
起
き
る

音
は
、
家
具
の
底
に
ス
ベ
リ
を
よ

く
す
る
シ
ー
ト
や
キ
ャ
ッ
プ
、
あ

る
い
は
布
を
当
て
る
こ
と
で
軽
減

で
き
ま
す
。
イ
ス
脚
用
グ

ッ
ズ
な

ど
は
、
シ
リ
コ
ン
製
や
フ
エ
ル
ト

製
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

る
の
で
用
途
に
合
わ
せ
て
選
び
ま

し
よ
つヽ
。

■
ス
ピ
ー
カ
ー

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
音
に
合
わ
せ

て
細
か
く
振
動
し
て
い
ま
す
。
床

に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
置
く
と
、
そ
の

振
動
が
そ
の
ま
ま
床
な
ら
建
物
に

伝
わ

っ
て
響
く
こ
と
に
な
る
の
で
、

音
が
気
に
な
る
と
き
は
ス
ピ
ー
カ
ー

の
下
に
ゴ
ム
を
置
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
振
動
を
受
け
止
め
、
床

へ
の

伝
播
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

■
ド
ア
の
開
閉
音

ド
ア
の
開
閉
音
が
気
に
な
る
と

き
は
戸
当
リ
ク
ッ
シ
ョ
ン
テ
ー
プ

を
貼
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
蝶
番

部
分
の
き
し
み
音
が
う
る
さ
い
場

合
は
、
機
械
油
を
さ
す
と
軽
減
さ

ね
ま
す
。

ふ
す
ま
の
ガ
タ
ツ
キ
音
が
気
に

な
る
場
合
は
敷
居
す
べ
リ
テ
ー
プ

を
貼
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
動
き
ま
す
。

|ハ日立市多賀|| ‐
地域振興部不動産管理センター|

十色と10204(3色 )6789
メールアドレス:iataga@galaxy ocn ne ip

Jハ●レモニ=‐ FJクラブ10会員|●
"る

と、
色々な特典が受Iナられます。

苺花環、盛籠、墓石の割引

苺契約店舗での特典

難1新盆引出物の割引

会員の皆様には こ予算に応じてお選びいた
だけますよう JA日立南部葬祭場コースでは
3つ  公営斎場コースで〔よ2つのコースをこ用
意させていただいております

`

iJク ラ :ブ l●法事や年回忌についても直営の会場をとFl意 しています。

,I:ユ1!ilユ lill:III11:llil1111llilII I I       (111111111サIl,IIII11111:ll#

警 こ入会方法
立雨纏 奈駆 ぴOA日立市多貨

=支
.・こあり   

難 こ安轟竃も OK

誤よ輩電脊毎覆ゝ Tttt機醒 酬響 「 苺繭 諭 も爺
畿 入金金 鋏金時]回 )1,000円のみです。

:=奪覇藩鷺鑽聾菫醸儘選置は灘難菫置はな難議11
日立平和台会館 日立市金沢葬祭場

鷲10Aの葬祭施設のほか、「日立平和台会館J・ r金沢葬察場」でのこ葬儀も承ります。

壼む葬儀の流れ

こ遣体の搬送・安置 | ■レ  ご絆構の打合せ | ■
'   
式場手配  | →    納  棺

■

_響‐_] .|→   雫準彎|| | ■ 翠
=:甲

響:寧響11 ・`    |'f弔
=

すべて苺Flス タッフにおよかせ下さい。

まごころ込めてご奉仕いたします。

事購鵜談費特申

」A祭典たがにこ連絡下さい。

0多賀協同サービス
■―ムベ‐ジアドレス http:〃 wwwib」 a or'pttartagd/
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隆
ン
′／

１

ヽ

、

霰
|::||  |` | |'

古くから日本人になじみ深く、和食に

は欠かせないみそ。大豆に麹 (こうじ)

と塩を混ぜて発酵熟成させて造 りま

魂

みそはさまざまな種類があり、使用す

る麹の種類によって、米みそ・麦みそ
。

豆みその3種類に分かれます。地域や

家庭の好みによって異なりますが、日本

で生産されているみその約8割 が米み

そです。米みそには西京みそなどの白み

そ、信州みそなどの淡色みそ、仙台みそ

などの赤みその種類があります。これら

は同じ米みそでも醸造期間などにより、

風昧、こく、色などが異なります。また、

麦みそには田舎みそ、豆みそは八丁みそ

などが分類されます。

それぞれのみそによって甘味や塩分

量が異なるので、味を見ながら量を調

節するのがポイントです。また、温度が

高くなると色が濃くなり風味が変わって

しまうため、保存は空気に触れないよう

に密封して冷蔵庫で。保存していると表

面にしょうゆのような水分がたまってく

ることがあります。「たまり」といい、み

その熟成が進むとできる物。おいしい

成分なので、捨てずによく混ぜて使いま

しょう。

みそ漬けや魚のみそ煮などにも使わ

れるように、みそには食材の保存性を

高める働き、臭みを取って、風味やこく、

うま味をプラスしてくれる働きなどがあ

ります。洋食にも相性が良く、牛乳と合

べ』鋤鶴‐ものお料理機室

わせて調味するとまろやかなこくが加わ

ります。さまざまな料理に役立つ、奥の

深い調味料です。

材 料 (4人 分 )

ェ ビ    ……  …… 12尾 (約 3009)
サトイモ  ー       12個 (約 6009)
塩   ……  ……  …  ノ」ヽさじ1/2
シメジ  … …  … ……   1パ ツク
タマネギ ー         … … 1個
バター              ■59

塩 … … … …   …… …小さじ1/3
こしょう  ……   …      少々

Arli・罐[
ピザ用チーズ…… …  …     1009

エビとサ トイモの

みそグラタン

癬 =

鐵理時餞

31分

J
鰹 作り方            (1人分351kcal)

(1)エ ビは背わたと殻を除きます。

(2)サ トイモは皮をむき、塩小さじ1/2でもんでから下ゆでし

ます。

(3)シメジは根元を切り、ほぐします。タマネギはくし形に切り

ます。

(4)フ ライパンにバターを溶かして、タマネギ、エビ、シメス

サトイモの順に炒め、塩小さじ 1/3と こしょうで味付けし

ます。

(5)耐熱容器に (4)を 入れ、Aを合わせて掛けます
`チ
ーズを

載せますもオーブン (180度 )で約 15分、チーズが溶け

て焼き色が付くまで焼きます。
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1        
鶴

冬 の貯 金 は、JAへ 。 u″ JヽAノ ンヽク

ウィンタ車キャンペ凛ン2014 平成26年 10月 1日 (水)～ 12月 30日 (火 )
キャンペーン期間中、新規で定期貯金をお預入れいただくと

5%※糖l後 0。 199%
※個人の方のみ  ※金額 10万円以上、期間 1年、種類 スーバー定期貯金
※金利上乗せ期FoOは初回満期日までとし、自動継続後の金利は継続8寺の店頭表示金利を適用いたします。
※中途解約した場合は、所定の中途解約利率が適用されます。
※AttMで のお預入は対象外とさせていただきます。
※税弓1後の金利につきましては、復興特別所得税が適用されます。

X詳し くは 店頭備え付けの商品概要説明書 および窓 口にお問合せ くだ さい。

JA日 立市多賀
本    店  0294-33-0048   水木支店  0294-52-2216

理
事
会
だ
よ
り

日
　

時

　

平

成

二
十

六

年

八
月

二
十
九

日

（金
）

午
後

一
時
三
十
分

場
　
所
　
本
店
三
階
小
会
議
室

難
協
議
事
項
醸

①

口
木
銀
行
の
被
災
地
金
融
機
関
支
援

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
茨
城

県
信
連
か
ら
の
再
借
入
に
つ
い
て
（案
）

（）
貸
付
金
に
つ
い
て

Ｃ
そ
の
他

畿
報
告
事
項
艤

①

平
成
二
十
六
年
上
期
決
算
に
つ
い
て

０

平
成
二
十
六
年
度
多
賀
協
同
サ
ー
ビ
ス

上
期
決
算
に
つ
い
て

③

体
制
整
備

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
か
か
る

米
整
備
項
目
の
対
応
に

つ
い
て

“

全
国
監
査
機
構
財
務
諸
表
等
監
査

に

つ
い
て

（監
査
報
告
）

６
そ
の
他

日
　
時
　
平
成
二
十
六
年

九
月

二
十

六
日

（金
）

午
後

一
時
三
十
分

場
　
所
　
本
店
二
階
小
会
議
室

難
協
議
事
項
麟

０

全
国
監
査
機
構
財
務
諸
表
等
監
査
回
答

に
つ
い
て

（∪
茨
城
県
農
業
信
用
基
金
協
会
に
対
す
る

平
成
一
十
六
年
度
増
資
に
つ
い
て

（Ｕ

「定
期
貯
金
」

ウ
ィ
ン
タ
ー
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン
に

つ
い
て

″い
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
茨
城
が
進

め
る
自
己

改
革

（骨
子
案
）
に

つ
い
て

６
そ
の
他

離
報
告
事
項
難

０
部
門
別
実
績
に
つ
い
て

わ
い
コ
ン
プ

ラ
イ

ア
ン
ス

・
プ

ロ
グ
ラ
ム

取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て

③

平
成
二
十
六
年
度
Ｌ
期
監
事
監
査
報
告

に
つ
い
て

“

内
部
監
査
実
施
状
況
報
告

に

つ
い
て

６
そ
の
他


